特定非営利活動法人むぎの花
令和３年度事業報告書
１　事業実施の概略
特定非営利活動法人むぎの花（以下NPO法人むぎの花と略称）は、障がい者、難病患者に対して自立支援のための就労に関する事業を行い、地域福祉の発展に寄与するという理念を念頭におき、障害者総合支援法（略称）の下で、障害者就労継続支援事業所むぎの花（Ａ型とＢ型の多機能型）となって１1年となります。正社員４名、パート労働者（常勤換算）3.0名）労働者兼務役員１名、ボランティア６名とサービスご利用者30名の総勢44名が関わって運営をしてきました。サービス提供時間は延べ23,385時間（前年度より約5,400時間増）となりました。
令和３年度は、新型コロナウィルス感染症緊急事態宣言が断続的に発令された年でした。気が緩まないように、かつすべての安全性維持のための基本姿勢を保ちつつ、ご利用者の心身の安定にエネルギーを注いで事業を継続してきました。昨年同様、むぎの花BCPカード（間米町の洪水ハザードマップ,災害時に最低限必要な個人情報、緊急避難先、居住地の福祉避難所を明記）を配布しました。また「新型コロナウィルス感染症発生時における業務継続（BCP）計画令和3年度版」をリニューアルし、かつ、いざという時に有効に行動できるよう災害時BCPと感染症対策BCPをフローチャート化し常時掲示しています。アイスタ認証（愛知県内の飲食店の感染防止対策認証制度、11月認証完了）を得て、それに準拠した飲食店でのコロナ対策をしました。そして、スタッフ全員の定期的PCR検査も継続中です。
　今年度5月から9月までヤマト福祉財団障がい者給料増額支援助成金（500万円）を得、自己資金（165万円）とで カフェリフォーム工事（パン商品準備室、テラス席増設、喫茶室コロナ禍対応リフォーム）と駐車場アスファルト工事をしました。一連の工事によって、最新の食品衛生法に則った設備と、コロナ禍対応の喫茶店に変身できたこと、そして砂ぼこりの舞う駐車場という長年の課題が解決されました。
本年も“お客様に喜ばれる物づくりをしよう”というスローガンを掲げて事業所一体となって働きました。
A型事業のベーカリーカフェむぎの花は、職場の清潔維持、パン成型から仕込みまでの技術、各所への外商、接客技術、原価計算や会計業務等々細かく仕事を切り出して「働く」、またむぎの花版SST（ソーシャル　スキル　トレーニング）を身に付けて「働く」ことを目標にサービスを重ねてきました。1日あたり60人前後のお客様のご来店対応に精一杯の日も多くでご利用者へのサービスはこれでよかったかと振り返りつつですが、全ての工程はご利用者に用意されているものであることを念頭において進めています。日々安心安全な主食に近いパンを町の皆様に提供するため働くことで、少しずつご利用者の力が付いていることを感じています。
カフェは客数の減少した状態が続いています。テイクアウト商品も穴埋めは困難でした。まず売れ筋だった季節の野菜スープは原点に戻って「旬の野菜の命をいただく」という作り方をしっかりやっていくこととしました。カフェメニューはあれやこれや試作を重ねては提供しています。あせらず「ゆっくり急いで」努力を重ねております。
ご利用者10人という規模は、丁寧にサービスできる形と考えています。ご利用希望者はハローワーク、相談支援事業所、ホームページ等を経て見学等の申し込みが断続的にかなり頻繁にありました。
Ａ型事業の年間売り上げ実績は1556万円、ご利用者の平均給与は82,803円でした。ご利用者の８割は障がい者年金とで自立という形になっています。
パン販売におきまして、スガキヤ様、ホシザキ様、生活協同組合コープあいち様、コジマ様、マキタ電気様、JAあいち尾藤豊明店様、地元企業や公的機関の皆様、また店頭に足をお運びいただいたお客様、すべての皆様に本年度もご愛顧いただきましたことに深く感謝いたします。パン販売依頼の商談も断続的にあり、ありがたく思います。このようなつながりが「地域で生きていく」という理念の実現に大きな力となっていると考えています。
　

B型事業のむぎ花ファームは「人にやさしい農業」をテーマに自家生産や地元生産者の農産物と手織り製品の生産、内職作業をしいます。今年度はフェアトレードのコーヒー豆の種類も徐々に増やしてきました。誠実に作られた農産物を納品してくださる地元の方々が10人前後おり、様々な情報もいただき強い力となっています。今年度事業計画予定であったビニールハウス設置と草刈り機購入は実施しました。これからどう活用していくか来期に向けて研究中です。農産物の加工技術は蓄積されていますが、年度後半の食品衛生法改正に伴い、小規模生産者についての規制が厳しくなりました。ジュース等は生産できない状態となったことは来期の課題です。耕作地は事業所東側隣地の畑（200㎡）と西側隣地の畑（300㎡）あわせて500㎡です。自家野菜を作り始めて7年、土づくりや種まき、店頭に並べるまでの野菜洗い、袋詰め、値段付け、加工品づくり、そして事務業務まで様々な作業にご利用者が携われるよう取り組んでいます。年間215万円の売り上げとなっています。
手織りは、常時3人が織っています。自ら織りの設計をして驚くほど高品質な織物を生産したり、その時々の感性を織りに表したり、お客様のなかには織り製品の感想を織り手に伝え「応援してるよ」と伝えてくださる場面もあり、エネルギーをいただきありがたく感じています。今年度はミシンを購入し、２～３人のご利用者が小物を手作りしています。意外と小物の売れ行きがいいです。工賃アップにつながる売り方をどうしたらいいか重い課題です。地元喫茶店での委託販売やネット販売（BASE）も改めて力を入れています。イベンントなど外での販売機会はコロナ禍が影響し激減しました。手織り製品の年間売り上げは13,5万円です。
また、ご利用者にとって内職は重要な位置を占め入りやすい形であり、かつ労働習慣を身に着けるのに有効な機会となっています。休憩をいれながら大変熱心に仕事をこなし、集中力と体力がつく機会にもなっています。単価が低く工賃アップへの課題を抱えています。内職仕事の受注に骨を折って進めています。年間売り上げは55万円です。今年度の平均工賃は時給134円でした。
フェアトレードコーヒーの仕事は、豆の選別、包装袋のイラスト描き、そしてドリップコーヒーにするまで一連の流れを分担してやっています。
今年度は10年ほどB型をご利用いただいた方が1名A型ご利用を開始されました。
NPO法成立から24年になり、事業承継問題が社会問題となっています。当法人もしっかり意識し、根幹事業である障害福祉サービス制度における法令遵守、事務領域の充実を図ることと、サービス管理者のもと支援員によるサービスの質を高めることにポイントをおいて内部での事務局会議の充実に務めました。若い世代のスタッフを呼び込む課題も念頭にいれて努力を重ねています。
ホームページ運営は障害福祉サービス事業運営における情報公開という役割も担っています。社会貢献としてやっていただいている株式会社ARGO様によって、ホームページにリンクされスマホでやれるインスタとフェイスブックのサイトを新設いたしました。会報誌Ｍedakaは毎回400部、年３回発行し、広く情報発信に務めました。イオン黄色いレシート事業からの印刷用紙を賄わせていただきました。
ボランティアの参加も法人の活動力の指標となり、コロナ禍により自粛され前年度より150時間ほど減少していますが年間483、7時間です。活動内容は、ご利用者への助力、店舗ﾊﾞﾗ園の管理に至るまで大変強力なものです。事業所の公開性を高める上でも重要な意味があると考えています.ご利用者が社会性を身に付ける上で、何気ない会話が重大な力を発揮されています。
事業を進める人材と労務について、本年度は、介護福祉士２名、保育士１名、社会福祉主事任用資格者１名、初任者研修修了者２名の人材に恵まれ処遇改善と特定処遇改善も手当されています。「研修補助金制度」、自己申告型「人物評価表」も何を大切にしていくかを伝えていく手段として実施し3年目となりました。
今年度は法人運営の事務面では社会全体の変化をうけ、インボイス制度実施の準備と全体的にペーパーレス化へのスタートをきりました。パソコン技術も必須となっています。スタッフの技量アップの努力も継続中です。
　本年度も、近隣で相談支援の実績を重ねている他事業者のご助言やご協力で障害福祉サービスを継続できました。またNPO法人の労務や税務の専門的アドバイスを長年にわたりしていただいています税理士法人様、社会保険労務士様に対しまして深く感謝いたします。
２　事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

ア　障がい者雇用事業
本年度は実施せず。サービスご利用者、あるいは障がい者が正社員となることは当法人の理念実現のひとつの姿であると考えて常に念頭において進めている。
イ　相談事業

　 今年度は実施せず。
ウ　障がい者とともに行うボランティア事業

　 今年度は実施せず
エ　障がい者の芸術文化啓発事業

アールブリュット展（6名）、豊明市ひまわり作品展に出品（8名）
(2) 障がい者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業　
(ア)事業内容
就労継続支援A型事業は、喫茶部（テラス席8席、客室席12席）を備えたベーカリーカフェとして、もの作りと接客、外商、清掃などの業務、ＩＴを活用した広報、事務業務等を通じて、働く社会人となるサービスに誠心誠意努めた。
就労継続B型事業は、農作業、手織り、内職の仕事を通して店舗運営、事務業務と多岐にサービスを行い、適材適所で働くマナーや根気、仕事の精度をあげることに努め、サービスに誠心誠意務めた。
(イ)実施日時
　 令和3年4月1日～令和4年3月31日
(ウ)実施場所
　 A型　豊明市間米町純堀１８２０
　 B型　豊明市間米町純堀１８２１
(エ)従事者の人数
　 管理者（サービス管理者兼務）１名
　 A型　常勤指導員　２名　非常勤指導員0.7名(常勤換算)
　 B型　常勤指導員　1名　非常勤指導員2.3名（常勤換算）
(オ)受益者の人数
　 A型　サービスご利用者　16名(年間平均9.4名)
　 B型　サービスご利用者　14名(年間平均9.1名)
(カ)収入額
　 A型　37,304(千)円
　 B型　20,288(千)円
(キ)支出額
　 A型　38,095（千）円  
　 B型  13,981（千）円  
３　各種申請等に関する事項

　1 コロナウィルス感染防止対策補助金申請                 令和3年4月

2 軽自動車税減免申請（豊明市）　　　　　　　         　令和3年５月
　3事業報告書等提出（愛知県）　　　　　　　　  　
  令和3年６月
4 特別求職者開発助成金申請　　　　　　　　　　　　   令和3年5月,11月
5 固定資産税減免申請（豊明市）　　　　　　　　 　    令和4年３月
6法人市民税減税申請（豊明市）                       令和4年３月　　　
  7庁舎使用許可願(豊明市)　　　　　　　　　　　　　　　令和4年3月
　
４　会議の開催に関する事項

(1)総会
　(ア)開催日時及び場所

　　令和3年６月２0日（１４：００～１６：３０） 場所　むぎの花
(イ)議題

①令和2年度事業報告
②令和2年度決算報告
③令和3年度事業計画
④令和3年度事業予算
⑤令和3年度役員
(2)理事会

　5月、６月、９月、１２月、３月の5回
　今年度はコロナ緊急事態宣言中の9月、12月,3月は、メールと回覧で持ち回り審議をした。
　現場職員からの活動報告を月毎に報告。

毎月数量から見る法人の動向（売り上げ、サービス利用料）を報告した。
それ以外,月ごとの課題を審議した。
・5月 喫茶リフォーム工事の総額700万円の資金計画について審議。ヤマト福祉財団障がい者給料増額支援助成金500万円、日本政策金融公庫借入金200万円とした。借入金の内訳として、B型事業所建築資金のための借入金残金152万円（金利0.4％）を返金し、残額で喫茶テーブルを購入することとした。
・６月　佐野理事長、中野副理事長選出
・９月　引き続きコロナ対策の報告と承認（豊明市コロナウィルス感染防止対策補助金１０万円の内容説明）
　スタッフ（正職とパート）全員のPCR検査実施開始報告
事業承継問題に関して、まず現場スタッフのサービス力アップのために、高橋理事にケース検討会を依頼し、「支援と指導」というテーマを掘り下げて実施した。
日本政策金融公庫のアドバイスで公益財団法人あいち産業振興機構様の承継に関するアドバイス内容を報告。
A型事業；１０月より最低賃金28円アップ９55円/時に対するA型事業内容の現状と対策

　・12月　９月に年1回の保護者参加型モニタリング実施の報告。
     A型ご利用者1名、コンビニに就職報告。
　勤務体制改革として、月2回早朝勤務（パン生地作り）を交替して誰が休暇をとっても回せる体制になるよう始動。皆で協力し、より働きやすい環境を作っていく環境作りの報告。
　食品衛生法改訂に伴い、野菜、果物の加工食品製造販売に新ルールが実施され、製造販売が難しくなる報告と対策検討（自主農園の活用と冷凍技術の有効活用）
　 ・３月　「新型コロナウィルス感染症発生時における業務継続計画（障害福祉サービス類型通所系）」最新版を作成。また、感染症対応行動フロー図（発生時と休業時・再開）も作成の報告
　　今年度決算予測として５００～６００万円の余剰金（特定求職者奨励金も多かった）をみこんで、設備投資（ご利用者の更衣室整備、喫茶厨房用冷凍冷蔵庫購入）と理事借入金返済、とご利用者とスタッフへの臨時賞与の実施を決定した。　来年度事業計画についての審議。
　　　現況土地の賃貸借契約が10年満期となる、さらに10年の賃貸借契約の決定。
５　令和3年度活動報告（令和3年４月１日～令和4年３月３１日）
	月
	日
	活　動　内　容

	４
	５
	ヤマト福祉財団障がい者給料増額支援助成金契約書送付

	
	11
	コロナウィルス感染防止対策補助金申請（手袋、アルコール、フェイスガード、空気清浄機、パーテーション、非接触蛇口、ペーパーホルダー等）

	
	13
	コロナウィルス非常事態宣言下臨時的取り扱い　在宅利用者B型２名
生活介護等において臨時的な取り扱いにおけるサービスの支援内容に関する報告書提出（6月、10月）

	
	15
	介護給付費等算定に係る体制等に関する届出書提出

	
	27
	労働保険料等算定基礎賃金等の報告　商工会
会報誌Vol46発行（400部　年3回発行　HPにもアップ）

	
	
	全ご利用者個別支援計画実施

	
	
	ご利用契約者（A型１名B型1名）。支援者会議（A型1名、Ｂ型１名）

	５
	17


	事務局会議（原則毎月第3月曜日開催）
愛知県食品店感染症防止対策調査

	
	23
	理事会（6月、9月、12月、3月）開催

	
	28
	障害福祉サービス等情報公表システムWAMのHPにアップ

	
	29
	日本政策金融公庫融資契約借用証送付
ご利用者に2020年度会計報告、平均工賃、給与、奨励金を説明　障がい者就労継続支援事業における説明責任確認書にサイン、捺印をもらう。

	
	
	新ご利用者（A型1名）訪問支援（B型1名）

	6
	1
	軽自動車税減免通知・法人市民税減免通知

	
	2,3
	梅ジュース７，１K、小梅３ｋ,梅サワー、梅干し5,5K漬ける

	
	9
	美浜町布工　横田農園トマト仕入れ

	
	13
	ヤマト福祉財団障がい者給料増額支援助成金によるカフェリフォーム工事着手。順次テラス席、駐車場アスファルト工事、喫茶室コロナ禍対応リフォームを9月15日まで実施

	
	20
	第16期総会開催

	
	22
	自己申告型人物評価表実施
CANPAN（日本財団の公益活動団体データベース）に法人情報アップ

	
	23
	令和2年度事業報告提出。

	
	30
	令和2年障害福祉サービス等経営実態調査提出

	
	
	６月ご見学者（A型１名）　支援者会議（Ａ型１回　Ｂ型２回）
契約者（B型2名）　自宅訪問（Ｂ型1名）

	7
	6
	Ｂ型ご利用者の自立支援として基幹相談支援センターと共同でグループホーム見学（ＡＬＯＨＡ神の倉）

	
	７
	日本財団新型コロナウィルス感染症拡大に伴う支援－コロナで広がった

34万人の「聞こえない」の声が社会を変える-募金事業に協力（店頭募金実施）

	
	13
	令和3年度豊明市障がい者福祉サービス事業所連絡会ネット会議

	
	19
	豊明市多世代交流館意見交換会出席

	
	20
	PCR検査実施（正職、パート）断続的に実施

	
	25
	福祉介護職員処遇改善計画書提出

	
	31
	豊明市障害福祉サービス事業所ガイドブック用むぎの花データ基幹相談支援センターに送付

	
	30
	７月見学者（A型２名）支援者会議(B型１名)

	8
	3
	もちの木学園教員訪問見学

	
	6
	機能性食品衛生制度改正に伴う情報収集（瀬戸保健所豊明支部）

	
	10
	よろずお悩み相談（日本政策金融公庫、（独）中小企業基盤整備機構による事業承継相談）

	
	12
	大掃除　避難訓練　　

	
	17
	愛知産業振興財団商談（主としてパン、フェアトレードコーヒー販売について）

	
	20
	経済センサス活動調査回答
令和3年度障がい者総合福祉推進事業「就労系福祉サービスにおける支援の質の向上に関する調査研究」に係るWeb調査　（株）FVP

	
	26
	ヤマト福祉財団障がい者給料増額支援助成金贈呈式（三河主管店店長様）

	
	
	電力料金削減（中電ミライズからLooop社）

	　
	
	相談支援者会議（Ｂ型２名）

	
	
	むぎの花BCPカード作成し、ご利用者に配布

	9
	1
	ＮＰＯ法人むぎの花就業規則最新版改訂（加古社労士）

	
	13
	愛知県障がい者美術展・アールブリュット展に（A 型2名、B型4名）出展

	
	29
	防災点検（三矢防災）
第1回尾張東部就労支援ミーティング、第2回10/21（Zoom）
B型ご利用者1名　グループホーム見学（基幹相談支援センター）

	
	
	全ご利用者の保護者参加型モニタリング実施

	
	
	９月ご利用見学（A型1名）

	10
	1
	南生協健康まつり出店

	
	4
	社会福祉施設等調査票提出
令和元年度工賃実績報告書提出

	
	７
	B型ご利用者1名グループホーム体験入所（2泊3日）

	
	16
	第8回かけはしキッズ主催　在宅重度障害者の福祉リモート講習参加（2名）

	
	20
	虐待防止PT研修会（Zoom）令和3年度豊明市自立支援協議会

	
	21
	第2回尾張東部就労支援ミーティング（Zoom）

	
	23
	B型ご利用者1名　自宅訪問によるサービス開始

	
	
	10月相談支援（A型１名）.ご利用開始（A型1名）ケース検討会（A型2名）

	
	
	全ご利用者個別支援計画実施

	11
	3
	豊明市ひまわり作品展出店
ケーキ店Mondにて手織り商品展示販売　～11/30まで

	
	5
	浄化槽法定点検

	
	9
	職場体験（豊明市立栄中）2名、～11日まで

	
	
	検便検査

	
	19

20
	アイスタ認証現場訪問　アイスタ認証店となる
食品衛生責任者講習参加1名

	
	23
	南生協病院よってて横丁祭り出店

	
	
	相談支援（A型１名、B型2名）見学者（Ａ型1名、Ｂ型1名、医療的ケア児ＰＰＳ　Ｉａｂ代表1名）

	12
	8
	日本財団　障がい者就労支援機関アンケート調査送信
あいち農福連携セミナー入門編（Zoom）

	
	15
	障がい者相談支援体制整備事業調査

	
	17
	社会福祉施設等の耐震化に関する調査（Ｅメール　県地域生活支援課）
日本財団就労支援フォーラムNIPPONゲームチェンジャー（Zoom）
豊明市食品衛生協会から、工房視察
就労系障害福祉サービスにおける経営実態調査

	
	24
	赤い羽根共同募金

	
	
	１２月見学者（木更津市自動ディ事業者１名、Ａ型２名）相談支援（A型１名）

	
	29
	大掃除　避難訓練（地域の福祉避難所について説明）

	１
	8
	コロナ時代に模索する精神科病院との連携（Zoom）

	
	19


	パン販売に関する商談（東郷製作所）
豊明市役所利用許可（パン販売）
全AネットZoomセミナー

	
	20
	コロナワクチン接種調査（職員、ご利用者）
令和3年度第3回尾張東部就労支援ミーティング（Zoom）

	
	19
	１月相談支援（A型1名）就労相談（Ａ型１名）ご利用契約（A型1名）

	
	
	コロナウィルス非常事態宣言下臨時的取り扱いB型在宅利用者１名

	2
	6
	固定資産税減免申請書提出（豊明市）

法人市民税減免申請書提出（豊明市）

	
	
	福祉・介護職員処遇改善臨時特例交付金実施（2月分給与から2%アップ）

	
	
	NPO法人むぎの花「電子帳簿保管及び事務処理規定」を定めた

	
	
	「新型コロナウィルス感染症発生時における業務継続計画（障害福祉サービス類型通所系）」最新版を作成。また、感染症対応行動フロー図（発生時）、同（休業時・再開）も作成

	
	
	２月見学者（相談支援事業所Mee職員）利用契約（A型1名）

	3
	
	３月ご利用契約(A型１名)相談支援（A型１名）

見学者（Ａ型２名　）

	
	31
	全ご利用者モニタリング実施

	
	30
	棚卸(~31)
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